
要求水準確認報告書 （要求水準書又は技術提案書の水準を下回る可能性があるもの）
凡例

新国立競技場整備事業大成建設・梓設計・ ①関係団体の要望、行政協議等により変更したもの

隈研吾建築都市設計事務所共同企業体 ②設計の詳細検討により変更したもの

質問
番号 質問内容 回　答

技術提案
（提案頁）

設計・施工
段階にお
ける対応

確認
番号

確認事項 回　答 業務遂行方針
建
築

構
造

電
気

機
械 対応報告/事前（JV)

３
.
 

電
気
設
備
性
能

（
1
）
共
通
事
項

493 3-24 ― ― ― ― ― ― ―
基
本

電気設備設計概要書 ○ ○

組織委員会から、オリンピック・パラリンピック競技大会時の最大需
要電力を12,300kWとする変更要望があったことから、 最大需要
電力を12,300kWに変更し、これに伴い、電力の工事費負担金の
縮減及び受電用変圧器等についても計画を変更する。

電気設備設計
概要書
5-4-1

実
施

電気設備設計図 ○ ○

建
設

製作図 ○ ○

完
了
時

完成検査報告書、工
事監理報告書

○ ○

556 3-27 141
貴見の
とおりです。

○ ― ― ―
基
本

電気設備設計概要書 ○ ○

組織委員会から、オリンピック・パラリンピック競技大会時の発電機
の設置位置を３箇所とする旨の要望があったことから、組織委員
会が設置する発電機スペースから、オリンピック・パラリンピック競
技大会時に使用する高圧受変電設備までの配線ルートを３箇所と
する。

電気設備設計
概要書
5-4-3

実
施

電気設備設計図 ○ ○

建
設

施工図、製作図 ○ ○

完
了
時

完成検査報告書、工
事監理報告書

○ ○

最大需要電力をオリンピック・パ
ラリンピック競技大会時は約
15,000kW、オリンピック・パラリン
ピック競技大会後は4,000～
6,000kWと想定し、特高トランス
は6,000ｋVA×2本（大会後）
+10,000ｋVA×2本（大会時の
み）を計画する。

オリンピック・パラリンピック競技大
会時に、新国立競技場周辺に組
織委員会が設置する7,000～
8,000kW程度の発電機から高圧
変電室までの配線ルートを整備
し、高圧変電室内に接続スペー
スを確保する。

番号 頁 業務要求水準書

参照先

要求水準書に関する質問書への回答
応募者に確認を要する技術的事項

（技術提案書）

設計

確認者

建
設
/
監
理

要求水準確認欄

J
S
C

要求水準確認の段階
及び手法

（業務の進捗状況に応じて
適宜見直し）

d) オリンピック・パラリンピック
競技大会時には、新国立競
技場周辺に組織委員会が
7,000～8,000kW程度の発電
機を4箇所に別途設置する予
定であり、当該発電機から高
圧変電室までの配線ルートを
整備し、高圧変電室内に接続
スペースを確保する。

競技空間の照明が
停電時100%保安
発電機での点灯と
なっていますが、発
電機容量はオリン
ピック・パラリンピック
競技大会後の照明
基準100%を満たす
ものと考えて宜しい
でしょうか。（大会時
はオーバーレイ工
事にて非常発電機
を追加すると想定）

要求
水準の
分類

業務
遂行
方針
通し
番号

803

871―

１．要求水準書の水準を下回る可能性があるもの

参考添付資料（7/10）
8受変電設備
■単線結線図
オリンピック・パラリンピック競技大会時及
び大会後の受変電設備を図示。

※図示内容
特高トランス　6,000kVA×2本（大会後）
+10,000kVA×2本（大会時のみ）

① 最大需要電力は、オリン
ピック・パラリンピック競技大会
時は約15,000kW想定とし、
オリンピック・パラリンピック競技
大会後は約4,000～
6,000kW想定とする。

1　/　5

資料３－４
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要求水準確認報告書 （要求水準書又は技術提案書の水準を下回る可能性があるもの）
凡例

新国立競技場整備事業大成建設・梓設計・ ①関係団体の要望、行政協議等により変更したもの

隈研吾建築都市設計事務所共同企業体 ②設計の詳細検討により変更したもの

質問
番号 質問内容 回　答

技術提案
（提案頁）

設計・施工
段階にお
ける対応

確認
番号

確認事項 回　答 業務遂行方針
建
築

構
造

電
気

機
械 対応報告/事前（JV)

番号 頁 業務要求水準書

参照先

要求水準書に関する質問書への回答
応募者に確認を要する技術的事項

（技術提案書）

設計

確認者

建
設
/
監
理

要求水準確認欄

J
S
C

要求水準確認の段階
及び手法

（業務の進捗状況に応じて
適宜見直し）

要求
水準の
分類

業務
遂行
方針
通し
番号

172 3-6 ― ― ー ー
基
本

空調換気設備設計概
要書 ○ ○

サービス（利便性）と嗜好性のバランスに配慮をして、屋内コンコー
スの設置場所について見直しを行う。

空調換気設備
設計概要書
6-8-1
6-8-技-001
～006

実
施

空気調和設備設計図 ○ ○

建
設

施工図による
（設計仕様の施工図
への反映）

○ ○

完
了
時

完成検査報告書、工
事監理報告書

○ ○

322 3-14 ― ― ― ― ― ― ―
基
本

基本設計説明書およ
びユニバーサルデザイ
ン報告書
電気設備設計概要書

○ ○

各トイレ、各休憩室、授乳室にフラッシュランプを設置する。
ユニバーサルデザインワークショップにおける協議を踏まえ、トイレ2
ブースに対して、天井に1個のフラッシュランプを設置する計画に
変更。また、トイレ内の通路や手洗いにもフラッシュランプを設置す
ることで、トイレ内全体の誘導性能が向上する計画に変更した。

基本設計説明
書
3-4-1（7）及び
ユニバーサルデ
ザイン報告書
緊急対応設備
電気設備設計
概要書
5-12-4

実
施

電気設備設計図 ○ ○

建
設

施工図若しくは製作図 ○ ○

完
了
時

完成検査報告書若し
くは工事監理報告書
による

○ ○

340 3-15 ― ― ― ― ― ― ―

実
施

建築設計図
ユニバーサルデザイン
ワークショップ報告書
給排水衛生設備設計
図

○ ○ ○

建
設

施工図若しくは製作図
による

○ ○

完
了
時

完成検査報告書若し
くは工事監理報告書
による

○ ○

180

c) 車いす使用者用トイレやオ
ストメイト対応トイレを、客席の
種類に応じてコンコースに設
置し、様々な身体状況の観客
が利用しやすい環境を整備す
る。

○ユニバーサルデザインの計画（2/2）

（略）
介助犬トイレ内には、人用便座も設置する
ことで、人と犬が一度に用を足すことが可
能となり時間をかけずに用を済ませられる
ようにします。

基本図面（12/12）

コンコースに、2ヶ所
配置することを予定
しており、総延べ長
さは、約50ｍ（約
25m/ヶ所）を想定し
ています。

556

基
本

（略）
介助犬トイレ内には、人用便座も
設置することで、人と犬が一度に
用を足すことが可能となり時間を
かけずに用を済ませられるように
する。

538

基本設計説明書およ
びユニバーサルデザイ
ン報告書

各トイレ、休憩室、授乳室にフラッ
シュランプを設置します。さらに、
ブース全てに設置を行うことによ
り、最大限の安全を確保する。

コンコースに、2ヶ所、総延べ長さ
約50ｍ（約25m/ヶ所）を検討す
る。

② その他
太陽光発電設備、微細な水
滴の噴霧を利用した装置等、
最新技術の導入に努める。そ
の際、設置・活用方法につい
て提案する。

環境計画（2/3）
・ウォーターミストは嗜好性に個人差があ
るため、固定席には直接噴霧せず、観客
が冷涼感を求めて利用ができるクールス
ポットとして、コンコースに設置します。

b) 災害時に聴覚障がい者が
一人で取り残される可能性の
あるトイレ、授乳室、休憩室等
には、フラッシュランプを設置
する。

ユニバーサルデザインの計画（2/2）
4-3災害時における視覚警告による避難
サポート
・各トイレ、休憩室、授乳室にフラッシュラ
ンプを設置します。さらに、ブース全てに
設置を行うことにより、最大限の安全を確
保します。

321

２．技術提案書の水準を下回る可能性があるもの

コンコースに設置
するウォーターミ
ストの延べ長さ（ラ
イン状でない場合
は具体的に）をお
示しください。

（略）
補助犬ユーザーは人と犬が一緒に利用するという認識はないとい
う日本補助犬協会のヒアリング結果を受けて、補助犬トイレは補助
犬専用に変更。
また、同ヒアリングにおける要望により、外部にも1か所設置。

基本設計説明
書3-4-1（7）及
びユニバーサル
デザイン報告書
トイレ計画
給排水衛生設
備設計概要書
7-8-1、7-8-
技-001・002

○ ○ ○

2　/　5
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要求水準確認報告書 （要求水準書又は技術提案書の水準を下回る可能性があるもの）
凡例

新国立競技場整備事業大成建設・梓設計・ ①関係団体の要望、行政協議等により変更したもの

隈研吾建築都市設計事務所共同企業体 ②設計の詳細検討により変更したもの

質問
番号 質問内容 回　答

技術提案
（提案頁）

設計・施工
段階にお
ける対応

確認
番号

確認事項 回　答 業務遂行方針
建
築

構
造

電
気

機
械 対応報告/事前（JV)

番号 頁 業務要求水準書

参照先

要求水準書に関する質問書への回答
応募者に確認を要する技術的事項

（技術提案書）

設計

確認者

建
設
/
監
理

要求水準確認欄

J
S
C

要求水準確認の段階
及び手法

（業務の進捗状況に応じて
適宜見直し）

要求
水準の
分類

業務
遂行
方針
通し
番号

（
1
4
）
記
念
作
品
等

466 3-20

旧国立競技場敷地内に存在
していた炬火台、壁画等の記
念作品や学徒出陣の碑等25
作品（【参考資料14】「記念作
品等一覧」参照。）について
は、新国立競技場内及び敷
地内への再配置や保存を行う
場所を検討し、必要に応じて、
床や壁の補強を行う。

126

「要求水準にある記
念品等については、
新国立競技場内及
び敷地内への再配
置や保存を行う場
所を検討し、必要に
応じて、床や壁の補
強を行う。」とありま
すが、記念品等の
再配置工事は別途
と理解して宜しいで
しょうか。

貴見のとおりで
す。

― ― ― ―
技術提案書を踏まえて記念作品
等の再配置場所を提案、必要に
応じて、床や壁の補強を行う。

基
本

基本設計説明書 ○ ○

技術提案書を踏まえて記念作品等の再配置場所についてアドバイ
ザリー会議の結果を受けて、提案を行った。
アドバイザリー会議では、壁画の保存環境として駐車場以外の場
所の提案と、壁画をできるだけまとめて展示しては、という意向が示
された。
その結果、技術提案時の南側駐車場および外苑西通りに壁画を
分散配置していた計画から、ブロードキャストコンパウンドにまとめて
配置する計画に変更する予定。
また、彫刻等についても、アドバイザリー会議の意向を踏まえ、作
品のテーマ等ごとに群としてまとめて配置する計画に変更する予
定。

基本設計説明
書
3-4-1(14)
記念作品等

実
施

建築物概要書、建築
設計図、構造設計図

○ ○

建
設

施工図（補強範囲を
確認）

○ ○

完
了
時

完成検査確認書 ○ ○

473 3-21 ― ― ― －
基
本

基本設計説明書 ◯ ◯ ◯

・スタンド内のエキスパンションジョイントの位置を、Ｒ２通りからＲ3通り
に変更する。
・変更により、オリンピック・パラリンピック時のヘッドオンの形状変更（組
織委員会要望）に対応する架構計画とし、また、約8万席スタンド改修
時における１層スタンドのオーバーレイの平面範囲をフレキシブルに計
画できる。
・１層スタンド架構は、レイカー梁を大梁として耐震要素に有効に利用
しつつ、常時荷重の梁たわみを抑える。
・エキスパンションジョイントは、車いす席および車いすの通路幅を避け
た位置に配置し、また、スライド式の機構により、利用者の安全性に配
慮した計画とする。
・車いす利用者の安全性等は、ユニバーサルデザインWSにて、事例
説明を行い、移動に支障がないことの確認が得られた。
・周方向かつ長大スパンであることから、性能試験を施工段階で行
う。
・エキスパンションジョイントの可動量はレベル2地震時で±100mm～
±200mmを設定する。

構造設計概要
書
2-2
1層スタンド 構
造体の縁を切る
位置の変更

基本設計説明
書
3-4-1(17)
エキスパンショ
ンジョイント計画

実
施

設計図
構造計算書

◯ ◯ ◯

建
設

施工図若しくは製作図
（設計図書通り出来て
いること）
※要協議：実施設計
時の確認で終了

◯ ◯

完
了
時

完成検査報告書、工
事監理報告書

◯ ◯

146

○　基本図面（1・3・4・6/12）
各平面図に記念作品などを配置している。
基本図面（1/12）
■野外施設計画
・主要なアプローチ部分を中心に配置した記
念作品
基本図面（3/12）
記念作品リスト(地下2階)
・下記に示す記念作品を建物内または壁面に
設置する。
壁画3：B2階デッキ下、壁画4：B2階デッキ
下、壁画5：B2階駐車場、壁画6：B2階歩道
上空地、壁画7：B2階駐車場、壁画8：B2階
歩道上空地、
壁画9：B2階駐車場、壁画10：B2階歩道上
空地、壁画11：B2階駐車場、壁画12：B2階
歩道上空地、壁画13：B2階デッキ下、
記念碑9：B2階歩道上空地、記念碑11：B2
階デッキ下
基本図面（4/12）
旧競技場のメインスタンドにあったシンボルで
ある壁画「野見宿禰」「ギリシャの女神」を東側
エントランスに設置
記念品リスト（1階・5階）
・下記に示す記念作品を建物内または壁面へ
の設置を想定する。
壁画1：1階東側デッキ、壁画2：1階東側デッ
キ、塑像2：1階外構、塑像3：1階外構、塑像
4：1階外構、塑像5：1階外構、塑像6：1階外
構、
塑像7：1階外構、彫像8：1階外構、記念碑
10：1階外構、記念碑12：1階外構、鋳物：5
階空の杜東側
基本図面（6/12）
旧炬火台を設置

・性能、経済性、工期および建築計画との
整合性などを総合的に勘案して、ソフト
ファーストストーリー制振構造を採用する。
・スタンド上層階は観客席の斜め梁（レイ
カー梁）を有効に利用した高い耐震性を
持つブレースとする
・B2階～1階の剛性の小さい下層階にオ
イルダンパーを集中的に設置し地震エネ
ルギーを効率良く吸収することで高い耐
震性能を実現する制振システムとする。
・ソフトファーストストーリー制振構造の効
果を十分に発揮させるため、北側と東側
の1階レベルまでの地盤とスタンドとの間に
擁壁を設け、構造的にも縁を切る。南側
ペデストリアンデッキともエキスパンション
ジョイントにより縁を切る。
・南側ペデストリアンデッキは鉄骨ブレース
構造とし、1層建物として十分な耐力・剛
性を有する耐震構造とする。
・西側ペデストリンデッキは東西方向に幅
が狭く、また下水本管（千駄ヶ谷幹線）を
柱がまたぐため、スタンド本体と一体化し
た構造として、耐震性を確保する。

○構造計画（2/3）　参考添付資料
(4/10）

① 構造形式（耐震構造、制
振構造、免震構造）について
は、性能、経済性、工期、建
築計画との整合性などを総合
的に勘案し、最適な形式を採
用する。

・エキスパンションジョイントの可
動量はレベル2地震時で±
100mm～±200mmを設定。ス
ライド式のエキスパンションジョイ
ントを採用し、利用者の安全性に
配慮した計画とする。

740

多くの利用者が通
行する部位にエキ
スパンションジョイ
ントが設けられて
います。利用者の
安全性は確保さ
れていると考えて
よろしいですか。ま
た、利用者の安全
性を確保するため
のエキスパンショ
ンジョイント設計方
針をお示しくださ
い。

エキスパンションジョ
イントの可動量はレ
ベル2地震時で±
100mm～±
200mmを設定して
います。
跳ね上げタイプでは
なく、スライド式のエ
キスパンションジョイ
ントを採用し、利用
者の安全性に配慮
した計画とします。

755
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要求水準確認報告書 （要求水準書又は技術提案書の水準を下回る可能性があるもの）
凡例

新国立競技場整備事業大成建設・梓設計・ ①関係団体の要望、行政協議等により変更したもの

隈研吾建築都市設計事務所共同企業体 ②設計の詳細検討により変更したもの

質問
番号 質問内容 回　答

技術提案
（提案頁）

設計・施工
段階にお
ける対応

確認
番号

確認事項 回　答 業務遂行方針
建
築

構
造

電
気

機
械 対応報告/事前（JV)

番号 頁 業務要求水準書

参照先

要求水準書に関する質問書への回答
応募者に確認を要する技術的事項

（技術提案書）

設計

確認者

建
設
/
監
理

要求水準確認欄

J
S
C

要求水準確認の段階
及び手法

（業務の進捗状況に応じて
適宜見直し）

要求
水準の
分類

業務
遂行
方針
通し
番号

475 3-21 ― ― ― －
基
本

基本設計説明書 ◯ ◯

・外周部の地下階柱（R6,7通り、B2階,B1階）は、ＳＲＣ造からＳ造に変
更し、ソフトファーストストーリー制震構造の性能を向上させる。
・外周部柱は、屋根を受ける支持柱であることや、雨掛りとなる地上部
の柱の施工性や耐久性を考慮し、技術提案時においては、地下階か
ら最上階までの全層の柱をSRC造として計画していたが、変更により、
下層階の層剛性を小さくし、ソフトファーストストーリー制震構造の性能
を向上させる。
・この変更により、最大応答せん断力を約20％低減でき、耐震性能を
向上させることができる（基本設計段階の検討）。
・変更する地下階の柱は、雨掛りとならないため、中柱と同様の仕様と
し、品質を確保できる。また、変更による工事工程の影響は無い。
・柱脚は、ＳＲＣ造非埋込み形柱脚からＳ造露出柱脚に変更し、半剛
接合として回転ばね剛性を評価する。柱脚に生じる引張力に対して
は、高強度のアンカーボルトにより抵抗する。
・直接基礎部分に引張力が生じた場合は、放射方向の基礎梁によっ
て浮き上がりを抑える。

構造設計概要
書
1-5-3
部材構成

構造設計概要
書
2-1
地下階SRC柱
のS柱への変更

実
施

設計図
構造計算書

◯ ◯

建
設

施工図若しくは製作図
（設計仕様の施工図
若しくは製作図への反
映）
※要協議：実施設計
時の確認で終了

◯ ◯

完
了
時

完成検査報告書、工
事監理報告書

◯ ◯

③ スタンドの構造は床振動を
考慮した剛性の高い構造種
別・架構形式を採用し、耐震
部材（または制振部材）を適
切に配置し、経済性・施工性
に配慮した合理的な架構計画
とする。

・スタンドは同一フレームを周方向に繰り返す
シンプルな架構とし、建て方も同じ作業を周方
向に繰り返し展開できることで施工効率の向
上を図る。
・鉄骨造とＳＲＣ造を適切に組み合わせるとと
もに、プレファブ部材を積極的に活用すること
により、性能、品質、および施工効率の向上を
図る。
・建築計画により決まる梁スパンの長さ、床レ
ベル段差、オイルダンパーやブレースの取り合
い、工期を考慮し、施工性の良い鉄骨造を基
本とする。
・柱は角型鋼管とし、SRC造のレイカー梁との
接合部は鉄骨プレートの組み合わせで形成す
る。
・柱脚は露出タイプとする。
・梁はスタッドによりスラブと一体化した合成梁
とする。
・独自の横座屈補剛材設計法により、合成梁
の横座屈補剛材の削減を図る。
・スラブ型枠には、鉄筋トラス付きのデッキを
採用する。
・屋根を支持する外周柱は、片持ち形式の屋
根を支持する重要な柱のため、SRC造として
十分な剛性と耐力を確保する。また、部材を
プレキャスト化する。
・観客席を受ける段床はプレキャスト化し、ス
パンが概ね7ｍを超えるためプレストレスを導
入する。また、二段一体型とする。
・レイカー梁は床振動を抑えるために剛性の高
いSRC造を採用し、施工性を考慮してプレキャ
スト化する。
・レイカー梁上において、段床支持方法と漏水
対策の雨樋の納まりを単純化する。
・1層スタンド先端部は、オーバーレイによるス
タンドへの影響を考慮し、縁を切って計画す
る。
・10ｍ幅の通路などB2階に柱が無いエリア
は、B1階に層トラスを構築する。
・基礎底レベル近辺に良好な東京砂層、東京
礫層が存在するため、直接基礎を採用する。
・地盤状況に応じて地盤改良を行い、十分な
地耐力（長期で200kN/m2以上）を確保す
る。
・大規模なスタンドが不同沈下を生じないよう
に十分な剛性を有する基礎とする。
・基礎躯体における設備配管や水槽利用を平
面的に分散し、ピットの有効せいを抑え、基礎
底レベルをエリア毎にそろえる計画とする。
・解体された旧スタジアムの既存杭は残置す
る計画とする。
・柱下の礎柱、基礎梁、基礎小梁は、プレキャ
スト化を容易にするため、可能な限り断面を均
一化する。
・二重ピットの上スラブのうち、床開口が少ない
範囲の型枠にはハーフPCa床板を採用する。
・重量車両の通過範囲や施工時に重機が走
行する範囲は、基礎小梁を配置し十分な耐
荷重を確保する。
・一般的な積載荷重で施工時に重機が走行
しない範囲は、基礎小梁を設けずスラブや底
板の厚みを増すことで耐力を確保する。
・基礎梁には底板上端からの開口を設け、施
工時は材料運搬として利用し、完成後は設備
配管の貫通行や人通孔として利用する。

○構造計画（3/3）

152

最外周の柱には
地震・風荷重時に
大きな引張り力が
発生すると思われ
ますが、露出柱脚
及び直接基礎で
基礎及び地盤へ
の力の伝達につい
て問題ありません
か。

⑦最外周の柱にはSRC造を採用
し、柱脚部は鉄骨部分のアン
カーボルトとRC部分の鉄筋で引
張力に抵抗する。直接基礎部分
に引張力が生じた場合は放射方
向の基礎梁を使って浮き上がりを
抑えます。その他の鉄骨柱脚部
は露出柱脚で計画する。

最外周の柱には
SRC造を採用してお
ります。現状では柱
脚部は鉄骨部分の
アンカーボルトとRC
部分の鉄筋で引張
力に抵抗していま
す。直接基礎部分
に引張力が生じた
場合は放射方向の
基礎梁を使って浮き
上がりを抑えます。
基本設計、実施設
計において、詳細に
応力を精査し、確実
に応力伝達できるこ
とを確認いたしま
す。

765
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要求水準確認報告書 （要求水準書又は技術提案書の水準を下回る可能性があるもの）
凡例

新国立競技場整備事業大成建設・梓設計・ ①関係団体の要望、行政協議等により変更したもの

隈研吾建築都市設計事務所共同企業体 ②設計の詳細検討により変更したもの

質問
番号 質問内容 回　答

技術提案
（提案頁）

設計・施工
段階にお
ける対応

確認
番号

確認事項 回　答 業務遂行方針
建
築

構
造

電
気

機
械 対応報告/事前（JV)

番号 頁 業務要求水準書

参照先

要求水準書に関する質問書への回答
応募者に確認を要する技術的事項

（技術提案書）

設計

確認者

建
設
/
監
理

要求水準確認欄

J
S
C

要求水準確認の段階
及び手法

（業務の進捗状況に応じて
適宜見直し）

要求
水準の
分類

業務
遂行
方針
通し
番号

553 3-26 ― ― ― ―
基
本

電気設備設計概要書 ○ ○

組織委員会よりオリンピック・パラリンピック競技大会時のみに使用
する高圧変電設備の設置位置の変更要望があったことから、外構
部から競技場内部及び付属設備棟に変更。

電気設備設計
概要書
5-4-4高圧変
電設備
（仮設高圧変電
設備）

実
施

電気設備設計図 ○ ○

建
設

施工図、製作図 ○ ○

完
了
時

完成検査報告書、工
事監理報告書

○ ○

6223-30 ― ― ― ―

― ― ― ―
基
本

電気設備設計概要書 ○ ○

消防との協議により、観客席出入口の災害音声誘導システム（音
声付誘導灯）については、各音声が同時に鳴動することで誘導を
混乱させる可能性があるとの見解を得たため、コンコースに至る観
客席出入口は誘導音声の無い一般型誘導灯を設置する。
音声付誘導灯については、階段室入口及び最終退出口にのみ設
置する。

電気設備設計
概要書
5-2-1

実
施

電気設備設計図 ○ ○

建
設

施工図、製作図 ○ ○

完
了
時

完成検査報告書、工
事監理報告書

○ ○

（
1
1
）

音
響
設
備

105

105-
2

① 消防法による非常警報設
備として、非常放送設備を整
備する。

○　ユニバーサルデザインの計画（2/2）
3-4　災害音声誘導による安全性の確保
・①座席から観客席出入口への誘導、②
観客席出入口から避難階段への誘導と、
避難方向を音声で示す避難誘導灯の配
置を行うことで、安全な避難環境を形成し
ます。

―

b) オリンピック・パラリンピック
競技大会時のみに使用する
高圧変電設備は、通行・避難
に支障のない通路やバック
ヤードなどに設置できる計画と
する。

参考添付資料7-8 受変電設備
＜誤記＞オリンピック・パラリンピック競技大会
終了時に設置される高圧受変電設備は合計
6か所の計画とし、予備変圧器も含め、1か所
あたり4,000kVA(合計24,000kVA)で計画しま
す。
↓
＜正＞オリンピック・パラリンピック競技大会開
催時に仮設される高圧受変電設備は1階外
構部に3か所
(4,000kVA,4,000kVA,8,000kVA)、5階に10
か所の電気室合計8,000kVA(合計
24,000kVA)を分散して配置する計画としま
す。

基本図面(1・6/12)
オリンピック・パラリンピック競技大会時のみに
使用する高圧変電設備の配置案

基本図面（6/12）
大会時電源スペース
建築計画（3/3）
・大会時の仮設電源置場と合わせて大会後
の売店スペースや電源車スペースを確保した
上で、避難に支障のない計画とします。

災害音声誘導シ
ステムについて、
回答では「誘導灯
の設置位置や誘
導音のレベル調
整により、非常放
送中においても誘
導音を停止させな
い運用を前提とし
ており」とあります
が、誘導音を停止
させない運用事例
があればお示しく
ださい。

940

災害音声誘導シ
ステムは、非常放
送使用時に音声
を停止する必要が
あると思われます
が、その有効性に
ついてお示しくださ
い。

詳細は所轄消防協議によります
が、誘導灯の設置位置や誘導音
のレベル調整により、非常放送中
においても誘導音を停止させな
い運用を前提に、所轄消防と協
議を行う。

誘導音を停止させ
ない運用の事例とし
て、
・1999年竣工　複
合ビル（事務所・商
業） 名古屋市
・2015年竣工 　大
型商業施設　さいた
ま市
などがあります。
消防予第245号の
『誘導灯及び誘導
標識に係る設置・維
持ガイドライン』に記
載があります。

詳細は所轄消防協
議によりますが、誘
導灯の設置位置や
誘導音のレベル調
整により、非常放送
中においても誘導音
を停止させない運
用を前提としており、
視覚障がい者の避
難誘導に対して有
効であると考えま
す。

866

オリンピック・パラリンピック競技大
会時のみに使用する高圧変電設
備は通行・避難に支障のない位
置に配置する。

167

参考添付資料で
は、「大会終了時
に設置される高圧
受変電設備は合
計６か所の計画と
し」とあり、基本図
面５及び６では高
圧電気室が12か
所と記載されてい
ます。
異なる記載となっ
ていますが、高圧
変電設備の計画
について具体的に
お示しください。

参考添付資料の
「大会終了時に設
置される・・・」は、
「大会時に仮設され
る・・・」に訂正いたし
ます。仮設される高
圧受変電のトランス
容量合計を
24,000kVAとしてい
ます。
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